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WorkWithPlus for Web 14 Upgrade 3 

新機能 

Events (without WorkWithPlus code) 

WorkWithPlus for Webで生成されたコードを持つことができるすべてのオブジェクトに新し

いエレメントが追加されました。このエレメントは「Events (without WorkWithPlus code)」

という名前で、開発者によって追加されたコードのみを表示します。 

 

このエレメントには、以下が表示されます: 

• 開発者によってコードが追加された各イベントまたはサブルーチン 

• Event Start、Refresh、Load、After Trn 

• GXObjectが割り当てられていない User Action 

• その他の特定のサブルーチン (Excelおよび PDFへのエクスポートなど) 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4163,EventsWithoutWWPCode1,
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WorkWithPlusによって自動的に生成されたコードを持つすべてのイベントまたはサブルーチン

には、次のコメントが表示されます: 

'/* Generated code position - Do not remove */' 

これにより、生成されたコードの先頭または末尾にユーザーコードを追加できます。このコメン

トにマウスオーバーすると、サブルーチンのコードが視覚化されます。  

コメントをダブルクリックすると、WorkWithPlusは表示していたイベントまたはサブルーチン

内の「Event」パーツに移動します。 

また、エンドユーザーのサブルーチンにマウスオーバーすると、そのコードを視覚化できます。

また、ダブルクリックしてサブルーチン自体にアクセスできます。 

 

 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4209,EventsWithoutWWPCode2,
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ウィザードの強化 

設定を中断したウィザードを再開する 

設定途中のウィザードを再開する機能が追加されました。エンドユーザーがウィザードを実行し

ていて、何らかの理由で最終ステップに到達できなかった場合、ウィザードを再起動するオプシ

ョンを開くと、ポップアップが表示されます。このポップアップで、ウィザードを最初から開始

するか、途中から再開するかを決定します。再開する場合は、設定途中のステップでウィザード

が開きます。 

 

ウィザードのこの機能を使用するには、ウィザードWebパネルのルートに [Resume] という名

前の新しいプロパティがあります。このプロパティには、次の 3つの値があります。 

• Never: ウィザードプロセスを実行するたびに、最初のステップが表示されます。これ

は、以前のバージョンのWorkWithPlus for Webでのウィザードの動作です。 

• Ask User: 完了していないウィザードプロセスを検出すると、エンドユーザーにウィザ

ードプロセスを最初から開始するか、設定途中から再開するかを確認します。 

• Always: 完了していないウィザードプロセスを検出すると、設定途中のウィザードプロ

セスが再開されます。 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4194,ResumeWizard,
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[Ask User] 選択すると、2つの新しいプロパティが表示されます。 

• [Resume message title]: 再開メッセージに表示されるタイトルを定義します。

<default> 値は 'WWP_ResumeWizard_Title' キーになります (既定では、このキーの

英語のテキストは次のとおりです:  Wizard started previously)。 

• [Resume message explanation]:  再開メッセージに表示される説明を定義します。

<default> 値は 'WWP_ResumeWizard_Text' キーになります (既定では、このキーの

英語のテキストは次のとおりです:  This wizard has already been started.  How 

would you want to proceed?)。 

また、ウィザードデータを自動保存するための経過秒数は、WorkWithPlus for Web Settings

の Templateノードにある [Save Interval Seconds] プロパティで設定できます。このオプシ

ョンは、ウィザードの [Resume] プロパティが [Ask user] または [Always] の場合にのみ適用

されます。 

 

新しいウィザードテンプレート 

次のウィザードテンプレートは、WorkWithPlus for Web 14 Upgrade 3で追加されました。 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4195,ResumeWizardProp,
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ウィザード (ライン) 

 

ウィザード (プログレス) 

 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4166,New+Wizard+templates+(v14+Upgrade+%233),#Wizard+Line
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4166,New+Wizard+templates+(v14+Upgrade+%233),#Wizard+Progress
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4196,WizardLine,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4197,WizardProgress,
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ウィザード (アンダーライン) 

 

ウィザード (縦) 

 

 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4166,New+Wizard+templates+(v14+Upgrade+%233),#Wizard+Underline
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4166,New+Wizard+templates+(v14+Upgrade+%233),#Wizard+Vertical
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4198,WizardUnderline,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4199,WizardVertical,
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１つのセッションで複数のウィザードプロセスを実行する 

ウィザードの複数のプロセスを同じセッションで実行できる機能が追加されました。これによ

り、エンドユーザーは、アプリケーションを実行しているブラウザーの新しいタブを開くと同時

に、異なるデータで同じウィザードを実行できます。 

 

アプリケーションでこれをサポートするために、ウィザードのWebパネルのルートに [Allow 

Multiple Sessions] という名前の新しいプロパティがあります。 

 

 

 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4200,AllowMultipleSessionsRuntime,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4201,AllowMultipleSessionsProperty,
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編集後に [Summary] ステップに戻る 

WorkWithPlus for Web 14 Upgrade 3では、ウィザードの [Summary] ステップから、「編

集」オプションを押して、特定のステップデータに移動し、移動先のボタンを使って 

[Summary] ステップに戻るように設定できます。 

 

これを行うために、Standard Action [WizardNext] に [Edit from Summary behavior] とい

う名前の新しいプロパティがあり、次の値を指定できます。  

• <default>: WorkWithPlus for Web Settings > アクション > WizardNextノードに

ある [Edit from Summary behavior] プロパティから値が取得されます。 

• Go to next step: ウィザードの次のステップに進みます。これは、以前のバージョンの

WorkWithPlus for Webでのウィザードの動作です。 

• Return to summary: [Summary] ステップに戻ります。 

 

 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4202,ReturnToSummary,
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フィルタまたは検索を実行した後、グリッドデータをロードする 

WorkWithPlus for Web 14 Upgrade 3では、Listオブジェクトのグリッドをロードするタイミ

ングを定義できます。 

これを行うために、[Load Data] という名前のリストのメインノードに、次の 3つの値を含む新

しいプロパティがあります: [On page load]、[After filtering] 、および [After pressing 

Search button] 

On page load 

これは、WorkWithPlus for Webの以前のバージョンの動作で、次のようにページ遷移する際に

グリッドからデータをロードします。また、これはこのプロパティの既定値です。 

 

After filtering 

[Load Data] プロパティを [After filtering] に設定している場合、ページ遷移する際に、グリッ

ドは読み込まれず、フィルタで検索を実行した後で読み込まれます。すべてのフィルタを消去す

ると、グリッドは初期状態 (空) に戻ります。 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4170,Load+the+grid+data+after+filtering+or+pressing+'Search'+(v14+Upgrade+%233),#On+page+load
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4170,Load+the+grid+data+after+filtering+or+pressing+'Search'+(v14+Upgrade+%233),#After+filtering
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4176,LoadDataOnLoadImg01,
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After pressing Search button 

2番目に追加されたオプションは、 [After press Search button] です。このためには、ページ

に Standard Action (Search) を設定し、フィルタにデータを挿入した後、[検索] ボタンを押し

てフィルタを適用するグリッドをロードします。すべてのフィルタを消去して [検索] ボタンを

押すと、グリッドにレコードがロードされます。 

 

  

このプロパティは、Listのメインノードから選択できます。 

 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4170,Load+the+grid+data+after+filtering+or+pressing+'Search'+(v14+Upgrade+%233),#After+pressing+Search+button
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4175,LoadDataOnFilteringImg02,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4177,LoadDataOnPressSearchImg01,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4171,LoadGridDataAfterSearchImg01,
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条件付き書式またはタグフィルタ 

WorkWithPlus for Web 14 Upgrade 3では、エンドユーザーは、グリッドまたは列に追加さ

れた条件付き書式の条件、および列タグ (Column Tags) の条件によって Listオブジェクトをフ

ィルタリングできます。 

条件付き書式が行タイプのグリッドに適用される場合、フィルタは [Manage Filters] オプショ

ンに含まれます。 

 

条件付き書式がバッジタイプのグリッドに適用されている場合、または列に適用されている場

合、フィルタは列のタイトルフィルタに含まれます。 

 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4203,CondFormAndColumnTag01,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4204,CondFormAndColumnTag02,
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列タグについても同様です。 

 

この機能を有効にするには、条件付き書式または列タグを編集するときに、次の 2つの新しい列

が表示されます:  [フィルタを含める] および [フィルタのキャプション] 

 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4205,CondFormAndColumnTag03,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4206,CondFormAndColumnTag04,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4207,CondFormAndColumnTag05,
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[フィルタを含める] にチェックを入れ、フィルタの説明として表示したいタイトルを [フィルタ

のキャプション に設定するだけです。 

また、各フィルタの横に表示されるアイコンを定義するために、書式ごとに新しいプロパティが

用意されています。このプロパティは、各書式の設定 (WorkWithPlus for Web Settings > 

Gridノード > [Row Conditional Formatting Options] および [Text Tag Options] プロパテ

ィ) にあり、[フィルタのアイコンクラス] という名前が付けられています。 

 

 

マスク 

Maskは編集形式 (マスク) を設定するために項目属性と変数に提供されるプロパティです。以下

に示すように、プロパティは項目属性/変数から有効になります。 

 

  

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4208,CondFormAndColumnTag06,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4186,MaskImage,
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このプロパティはこのタイプのデータ用に作成されているため、varchar/character タイプの項

目属性または変数を使用することをお勧めします。 

既定では、WorkWithPlus for Webには、すぐに使用できるマスクのサンプルがいくつか用意さ

れています。一例として、このプロパティの動作のサンプルを次に示します。 

 

また、WorkWithPlus for Web Settings > Templateノード > Mask Optionsと選択して、独

自のマスクを作成することもできます。たとえば、桁区切りと小数点区切りを表すマスクを作成

する場合は、次のような新しいマスクを作成できます。 

• 説明:  桁区切りと小数点区切り 

• 値:  #<THS>##0<DEC>00;reverse 

WorkWithPlus for Web Settingsで新しいマスクが作成されると、任意の KBインスタンスで使

用できるようになります。 

プロパティに入力できるワイルドカードの文字列を次の表に示します。 

0 数字のみ 

9 オプション数字 

S 文字のみ 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4181,MaskThounsandAndIPImg01,
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A 文字または数字 

<THS> 1,000単位の区切り 

<DEC> 少数点区切り 

 

ヒント:  ナレッジベースの言語が「ポルトガル語」に設定されている場合、CPFおよび CNPJオ

プションが既定で使用可能になります。 

詳細については、Mask Optionsを参照してください。 

垂直タブ 

Upgrade 3では、WorkWithPlus for Webでタブを垂直に表示する機能が組み込まれていま

す。 

 

  

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?911,Template,#Mask%20Options
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4174,TransactionVerticalTabsImg02,
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この新しいスタイルのタブを使用するために、Tabsノードにある [Types] プロパティに 

[VerticalTabs] という値が追加されました。  

 

 

新規テンプレート 

WorkWithPlus for Web 14 Upgrade 3では、次のテンプレートが追加されました。 

• Data with Vertical Tabs 

• View with Vertical Tabs 

• View main data and Vertical Tabs 

[垂直タブ付きデータ] テンプレート 

このテンプレートのタイプには、[編集]、[作成]、または [データの表示] があり、次のように選

択できます: 

 

  

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4212,New+templates+(v14+Upgrade+%233),#Template+%27Data+with+Vertical+Tabs%27
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4185,TabType,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4173,TransactionVerticalTabsImg01,
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[垂直タブ付きビュー] テンプレート 

 

[メインデータ・垂直タブ付きビュー] テンプレート 

 

 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4212,New+templates+(v14+Upgrade+%233),#Template+%27View+with+Vertical+Tabs%27
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4212,New+templates+(v14+Upgrade+%233),#Template+%27View+main+data+and+Vertical+Tabs%27
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4213,TransactionVerticalTabsImg03,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4214,TransactionVerticalTabsImg04,
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GAM バックエンドの更新 

GAMバックエンドのWebパネルが更新され、二要素認証を含むバックエンドのすべての機能を

使用できるようになりました。 

 

Date Picker および Data Range Picker の [Time] のみ使

用可能 

WorkWithPlus for Web 14 Upgrade 3では、項目属性 [Time] に示されているように、時間だ

けを表示する Date Pickerを使用できます。 

 

 

Date Picker で時間を設定する方法 

項目属性/変数でこの表示を使用するには、DateTime データタイプを選択し、それを Date 

Format [None] に設定します。 

 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4179,Only+Time+for+Date+picker+and+Data+range+picker,#How+to+set+the+Time+DatePicker%3A
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4178,OnlyTimePickerImg01,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4187,Format+Date+Time,
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タイトルフィルタで小数を使用して検索する 

このバージョンでは、列の定義で小数点がサポートされている場合、タイトルフィルタの「検

索」に小数点付きの値を含めることができます。 

この機能を有効にするには、WorkWithPlus for Web Settings > Templateノード > 

[Optimization Number] の値を 12に変更する必要があります。 

 

解決済みの問題 (v14 Upgrade 3) 

WorkWithPlus 設定に新しいアイコン タグ オプションを追加する際のエラー 

Issue 11667 

WorkWithPlus Settings > Gridノード > Icon Tag Optionsから新しいアイコン タグ オプシ

ョンを追加しようとすると、エラーが表示され、新しいアイコンを保存できません。 

 

タブ付きビューの Functionality キーがデータプロバイダーに追加されない 

Issue 11665 

ビューのタブに Security Functionalityキーを追加する場合、[メタデータに反映] を実行する

と、この機能はデータプロバイダーに追加されません。 

 

Date Picker が月曜日を週のはじめと認識しない 

Issue 11664 

ナレッジベースの Generatorで [First day of week = Monday] に設定すると、

WorkWithPlusの Date Pickerと Date Range Pickerはそのプロパティを適切に考慮しませ

ん。 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4160,Issues+Resolved+(v14+Upgrade+%233),#Error+when+adding+a+new+Icon+Tag+Option+in+WorkWithPlus+Settings
http://developer.workwithplus.com/incidenteopedidoview.aspx?11667,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4160,Issues+Resolved+(v14+Upgrade+%233),#Functionality+key+of+view+tab+not+added+in+data+provider
http://developer.workwithplus.com/incidenteopedidoview.aspx?11665,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4160,Issues+Resolved+(v14+Upgrade+%233),#Date+Picker+not+considering+Monday+as+the+first+day+of+the+week
http://developer.workwithplus.com/incidenteopedidoview.aspx?11664,
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カスタム言語で Date Picker が表示されない 

Issue 11663 

カスタム言語を使用している場合、Date Pickerと Date Range Pickerの選択は機能しませ

ん。 

既定では、カスタム言語がある場合、Date Pickerでは英語が使用されます。これを変更するに

は、次のリンクの説明に従ってユーザーコントロールを作成する必要があります。How to use 

Date Picker when having a custom language  (カスタム言語を使用する場合の Date 

Picker の使用方法) 

 

グリッド内の列タグに条件付き書式が設定された場合に集計値が機能しない 

Issue 11660 

集計値は、グリッド内の列タグを使用した条件付き書式では機能せず、  

集計値はグリッドに表示されません。 

 

文字列タイプの列挙パラメーターを持つ List オブジェクトと Standar Action「イ

ンポート」のエラー 

Issue 11659 

Characterまたは VarCharタイプの ENUM (列挙) パラメーターを持つ Listオブジェクトがあ

り、インスタンスの Excelからインポートした場合、オブジェクトの指定時にエラーが発生しま

す。 

 

ユーザーコントロールのモジュールの変更または名称変更が反映されない 

Issue 10653 

User Actionの種類がカスタム ユーザー コントロールである場合に、ユーザーコントロールの

モジュールを変更または名称を変更しても、参照は自動的には更新されません。 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4160,Issues+Resolved+(v14+Upgrade+%233),#Date+Picker+not+showing+with+custom+language
http://developer.workwithplus.com/incidenteopedidoview.aspx?11663,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4167,How+to+use+Date+Picker+when+having+a+custom+language,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4167,How+to+use+Date+Picker+when+having+a+custom+language,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4160,Issues+Resolved+(v14+Upgrade+%233),#Totalizers+with+Conditional+formatting+with+column+tag+in+grid
http://developer.workwithplus.com/incidenteopedidoview.aspx?11660,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4160,Issues+Resolved+(v14+Upgrade+%233),#List+object+with+Enum+parameter+of+Character+type+and+import+Standard+Action
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4160,Issues+Resolved+(v14+Upgrade+%233),#List+object+with+Enum+parameter+of+Character+type+and+import+Standard+Action
http://developer.workwithplus.com/incidenteopedidoview.aspx?11659,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4160,Issues+Resolved+(v14+Upgrade+%233),#Renaming+o+changing+Module+of+referenced+User+Control
http://developer.workwithplus.com/incidenteopedidoview.aspx?10615,
http://developer.workwithplus.com/incidenteopedidoview.aspx?10653,
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Numeric タイプのタイトルフィルタのオーバーフロー 

Issue 10615 

Numeric (4.0) タイプのグリッド列があり、エンドユーザーがタイトルフィルタに 5桁の数値

を挿入した場合、例外がスローされます。 

この問題を解決するには、WorkWithPlus for Web Settings > Template ノード  > 

[Optimization Number] の値を 12に変更する必要があります。 

 

解決済みの問題 (v14 Upgrade 3.1) 

新機能: オブジェクトと関連付けられたインスタンスの復元 

オブジェクトの履歴に新しいオプションが追加されました。このオプション「WorkWithPlusイ

ンスタンスを含むこのリビジョンを復元」は、次のように使用できます: 

 

⚫ オブジェクトの履歴を開き、オブジェクトを以前のいずれかの状態に復元します。  選択し

た状態のオブジェクトに復元し、インスタンスもその状態で生成されたインスタンスに復元

されます。 

 

解決済みの問題 (v14 Upgrade 3.2) 

項目属性を GXserver にコミットする際のエラー 

Issue 11692 

GXserverに項目属性をコミットする際に、以下のような内容のエラーが表示されます:  

オブジェクト参照がオブジェクトインスタンスに設定されていません 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4160,Issues+Resolved+(v14+Upgrade+%233),#Numeric+Title+Filter+type+overflow
http://developer.workwithplus.com/incidenteopedidoview.aspx?10615,
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4160,Issues+Resolved+(v14+Upgrade+%233),#Error+when+adding+a+new+Icon+Tag+Option+in+WorkWithPlus+Settings
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4264,Features+and+Issues+Resolved+%28v14+Upgrade+%233.1%29,#New+Feature%3A+Restore+an+object+with+its+associated+instance
https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4268,Issues+Resolved+%28v14+Upgrade+%233.2%29,#Error+when+making+a+commit+of+an+Attribute+to+GXServer
http://developer.workwithplus.com/incidenteopedidoview.aspx?11692
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回避策: ツール > オプション > WorkWithPlus for Web > [安全でないコミットを許可] = 

Trueに設定 

 

解決済みの問題 (v14 Upgrade 3.3) 

GAM と GeneXus 17 U8 の互換性 

GeneXus 17 U8では、GAMAuthenticationOTPという外部オブジェクトの一部のエレメントが

削除されました。GeneXus 17 U8 と互換性を持たせるため、それらのエレメントに言及してい

たWebコンポーネントが更新されました。 

https://docs.workwithplus.com/com.wiki.wiki?4291,Issues+Resolved+%28v14+Upgrade+%233.3%29,#GAM+Compatibility+with+GeneXus+17+U8

